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常設展示を巡って
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はじめに
　数字の上で美術館の総入館者数は増えてい
る。（日博協統計）
これは新設館の増加と，特別展の入館者増に
よるもので，常設展示室への観客は減りこそ
すれ，増えているようには思えない。これは
各館の入館者調査報告（年報）を見ても明ら
かである。
　その理由は様々あるが，簡単に言うと，多
くの人々は，常設展に余り興味を示していな
いことによる。アンケート等を分析すると「一
度見たが，面白くなかった」とか，「楽しく鑑
賞（学習）できるく展示〉でなかった」と言
うものが少なくない。
　尤も人々が何に「関心・興味」を持ち，何
に「魅力」を感じるかは，個人の価値観の反
映であり，年齢，教養，学歴等によって形成
された後天的性質によるからである。
　興味とは，inter＜あいだ＞est〈ある〉を
語源とするように，ある物事がある程度分か
り，ある程度分からない時，関心が湧き，興
味が起こり，利害関係を持つに至ると言われ
る。つまり，興味のあるモノと，興味を引か
れるヒトの間を往来する意識であるからであ
る。
　また「魅力」とは，＜魔のように人を引きつ
ける不思議な力〉とも言われるように，何に
魅力を感じ，何処に魅せられるのかは，人そ
れそれ異なり，その異なるところに魅力の特
性があると言われる。ある作品に魅せらるか
どうかは，作品と受用者との関係によって決
まることであり，ある人には面白く感じられ
る作品が，他の或る人にはつまらなく感じる
こともあり得ることである。しかし，マクロ
の目で見ると同時代人，同世代人として共通
する部分も少なくないとも言われる。（これに
就いては既に「観客の行動体系」として考察
したが，その後の調査を含めて再考したい。
小著「博物館学」）
　さて，美術館の魅力は，その環境，雰囲気
の影響も少なくないが，その中心は作品や作
品群の魅力にあるが，それらを見る楽しみが
伴うことが当然とされている。とすれば，そ
こでく何が展示されており〉，＜如何に見せ
ているか〉，と言う展示の方法（空間配置，
照明，解説等）も重要な要素になっていると
言えよう。
　つまり，魅力とは作品にくある〉だけのも
のでなく，作品群として積極的にく付与する
もの〉であり，他の何処にも見られない組み
合せで「独自性」と「誘因性」を作りあげる
ことにある。
　何時行っても，作品が呼吸も出来ない程，
壁一杯に陳べられ，しかも専門用語の羅列で
難しい解説札の付けられた，公開収蔵庫の様
な陳列では，特定の関心を持つ観客を除き，
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一般の観客にとっては，興味を喚起されるな
にものもないと言うことになる。
　（美術館では展示品の材質により，度々展
示替えを行なわなければならないが，これは
他の博物館と大いに異なるところである）
1．常設展示の魅力はそのコレクションにあ
　る。
　何よりも，美術館の魅力は，そのコレクシ
ョンの質と量にある。だから，積極的にその
欠落部分を補い，質を高め，量を増やすべき
であることは言う迄もないが，それには複雑
な問題が絡んでいる。
　教科書や書籍によく掲載される世界的（日
本的）な名品や優品を持ち，それを看板（目
玉）にしている私立美術館は別として，わが
国の公立美術館の殆どは，収集の歴史も浅く
政治的，経済的な制約が多い。
　その一つは，公立美術館は，地方行政（多
くは教育委員会）の中に組み込まれ，その予
算で運営されていることにある。そこでは必
然的に地域中心主義となり，地域出身作家や
関連作家の作品を中心に据える。その地域出
身の優れた作家がいる場合は，比較的恵まれ
ているが，美術文化の遅れている地方は苦慮
することになる。
　また，地域とは何の関連もない特殊なコレ
クション（例えば，インド美術と言った種類）
を作ろうとしても，これは地域主義に妨げら
れ，実現は難しかろうと思われる。
　特に近代系美術館では，初期洋画や近代日
本画の歴史を基礎に，それに加えて「目玉作
品」と言われる内外の著名作家の作品1～2
点購入するのがこのところの傾向である。
　館長を始め学芸員が，意欲的に枠組みを広
げ，系統的に収集しようと望んでも，行政者
に取って余り関心事ではない。彼らにとって
　　　　　　　　　　　あ　る美術館とは建物でありく存在〉ことで満足し
ているようにさえ見える。
　それは開館までは，ある程度の予算を配備
一41一
し（それとて充分でもないが），短時日で収集
する（と言うより掻き集める）。ところが，急
速な収集のため，現在市場に出ている売り物
の中から，なんとか美術館で展示にたえるも
のを選ぶという，インスタントな収集が少な
くない。
　しかもこの所の，美術品の高騰で，一流作
家の一流作品には手も出ず，その二～三流の
小品に止まっているようである。
　良いコレクション（塊り）を作るには，周
到な計画と強い情熱，永い年月それを可能に
する資金の用意もなくては叶うまい。
　例え偉大な計画（青写真）があったとして
も，我々は現在の収集品を見るに止り，青写
真のコレクションを見ることは出来ない。
　言い換えると，我々は落丁の多い本（美術
書）を見せられていると言うことになる。
　しかも，地域（唯一？）の美術総合美術館
でもあり，必然的にあれもこれもの，総花的
な収集とならざるを得ず，それがちょっとつ
つ集められ，陳べられた「幕の内弁当」の様
な構成になっている所が少なくない。
　とはいえ，美術館が他の博物館（歴史系）
と異なるところは，例え不完全な収集であっ
ても，特定の作品や作家に魅力を感じ，それ
を鑑賞するために来館する人も少なくないか
らである。
　しかし，この落丁が余りにも多い常設展示
を見せられていたのでは，地元の人達とて不
満であろうが，まして，他地域から時間と金
を掛けてわざわざ見に行こうと言う魅力は感
じられない。
　勿論，この不備なコレクションを，なんと
か充実させるため，購入予算を獲得する努力
と，地元の寄付，寄贈を促すのは館長たる者
の仕事であり，学芸員が直接担当するもので
はなかろう。
　「文化はコレクションを作り，コレクショ
ンは文化を作る」とは，デイロン・リプレイ
（スミソニアン博物館）の名言であるが，これ
はアメリカだけの問題でもあるまい。
　とすると，日本地域文化は，未だまだ，ほ
ど遠く発展途上にあると言えるようだ。
2．常設展とは
　そこで『常設展に興味を持たせる様な工夫
をしていますか』と学芸員に訊ねると，先ず
怪謁な顔をされる。
　美術館の一番華やかな仕事は，大規模な企
画展の実施であり，そこに全ての情熱を注い
でいる学芸員にとって，常設展示は，殆ど力
を入れない傾向があるからとも言える。
　確かに，多くの学芸員にとってコレクショ
ンとはく与えられたもの〉であり，中にはそ
の貧弱なコレクションには全く関心もなく，
興味を感じない人もいるようだ。
　例え貧弱なコレクションでも，何とか工夫
を凝らし，面白く見せようと，補助手段（一
時借用・模写・模造・映像）を活用し，構成
しようと言う意欲は強くはないようだ。
　それには既製の学問（美術史）の視点や価
値を問い直し，専門と言う歪みを自覚し，柔
軟な頭でコレクションの「重なりの要素」を
見つけ出し，集合論的に組み合わせてみると，
案外，面白い展示が出来るのではないだろう
か，と重ねて学芸員に訊ねて見ると，そうい
うことは全く思考の外にあるようで，「切り口
を変えても結局同じですよ」と一笑に付され
ることの方が多い。
　また，ある学芸員は，常設展示には予算配
分が全く無いので，工夫の仕様が無いと言う
人もいる。しかし，予算とは獲得するもので
あることさえ忘れた，余りにも官僚的な思考
に毒されているように思われる。つまり，常
設展を面白くしようと言う意識は薄い，いや，
殆ど無いといっても過言でもあるまい。
　と言えば，有名な某美術館では開館以来「美
術館とは企画展の実施とその記録的図録の刊
行」にあると言う理念に従い，殆ど常設展を
行っていない。当然，学芸員はコレクション
に全くと言って良いほど関心がない。
　又，ある美術館は，その看板とするコレク
ションを「常設」と公表しながら，年数回の
陳列に止めている。（このユニークな常設展を
見る為に，わざわざ金と時間を使って行った
人々から，騙されたと言う苦情も聞いたこと
がある）これは一種の詐欺行為であり，美術
館の本来の使命を忘れていると言えよう。
　つまり，常設展の意義が分かっているとは
思えない。勿論，保存その他の事情のため，
展示品に若干の変更はあっても，常に展示さ
れているから常設（Permanent　Collection）
なのである。
　確かに，地元の人々にとっては，何時でも
見られる常設展には，余り興味はそそられず，
企画展の様な，めったに見られない，新しい
もの，未知なものに対して関心を抱くのは，
洋の東西古今を問わぬ人情の常である。
　好奇心とは文字通り「奇」を好む心であり，
珍しいもの，新しいものには興味を感じる心
である。
　特に，わが国の展覧会と言えば，デパート
の客寄せ的な臨時展が中心であり，それに慣
らされ，特別企画展でないと関心を引かない
習性が出来てしまったと言えるだろう。
　と言えば，わが国の美術館の歴史も，臨時
展覧会から始まっている。
　明治10年，第1回内国勧業博覧会で「美術
館」と称するパビリオンを造り，名品を借り
集めて陳列して以来，美術館とは「美術品陳
列の為の会場」でもあり，また，降っては大
正15年設立の東京府立美術館では，美術団体
展への貸会場であったことが，日本の美術館
イメージを作り上げたと言える。
　美術館は，優れた作品を数多く収集し保存
し，常設展示するMuseum（機関）という認
識は薄く，伝統的に収集には関心の薄い「美
術薄物館」であったと言える。
　薄物館であるから，借用を主とした企画展
を頻繁に実施しないと，観客を動員できない
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と言うことになる。
　コレクションとは長い年月，飽くことなき
情熱，莫大な金を必要とするものであり，永
久に完結することなき事業でもある。
　ところが，わが国民性は，セッカチで，安
直に完結を望む傾向があり，この歴史に培わ
れた性格は簡単に変わるとは思えない。つま
り，息の長い事業（研究や収集等）には，向
いていない国民性ではなかろうかと，このと
ころ些か悲観気味である。
3．常設展示の工夫
　こうした傾向は，学芸部門にも色濃く，息
の長い膨大な研究は努めて避け，短期に業績
の上げられる小調査研究が多い様に思われる
のは，私の僻めであろうか。
　従って，その小研究の延長線上にある収集
には若干の興味を持つが，その関心も，むし
ろ研究者としての関心で，収集を重要な仕事
とする学芸員としての興味ではなさそうであ
る。
　作品は飽くまで研究のためのく標本〉であ
り，それを分類，整理しラベルを付けて陳列
して置くと行った次元に止まり〈展示で見せ
る〉と言う意識は薄く，研究者としての付帯
的な雑務と思っている人もいるようである。
　それは各美術館から送られてくる紀要や年
報を見ても，展示に関する理論的追求や技術
的論文，大胆な試行による事例報告書等は殆
どなく，その主たるものは作家研究であり，
作品研究ばかりである。
　これらを見ると，常設展示室とは，公開収
蔵庫的であり，「作品を見せる＝陳列」はして
いても，「作品で観せる＝展示」と言うには程
遠い状態にあると見ても良いであろう。
　言い換えると，観る人だけ見てくれればよ
いので「見物客」を「観客」と言う次元にま
で質的転換させようとする意欲も努力も薄い
ように思われる。
　そこでは，見る流れも，作品の背景（Grund）
への工夫もなく，解釈的ストーリーやプロッ
トもなく，何とか観客の興味を引き，面白く
見せようとする配慮は薄いようにも見受けら
れる。
　「陳列」と「展示」は一見似たような形態
であるが，その理念や内容は大いに異なって
いる。展示とは，文字通り「延べ広げ示す」
ことであり，示すとは当然，見る人が予想さ
れなければなるまい。
　展示は，学芸員の深い研究に基づき，作家
や作品を選択，解釈し，編集構成され，（ある
いはストーリーやプロットがあり），作品（図）
を包みこむ空間（背景）が意識され，観る人々
を予想したスペクタクルとしての，一つの表
現行為であると思うからである。
　比喩的に言えば，学芸員は，神様達（作家・
作品）と王様達（観客）の中間に在って，こ
の両者を媒介し，整理し，解釈する中間者で
はあると思われるが，その多くはひたすら神
様の方だけを向き，王様の方を向こうとはし
ない神官と言えるのではあるまいか。
　作品は適当に（といって無方針ではあるま
いが）陳らべて置けば良いので，寧ろ，それ
を編集したり，構成し面白く見せようとする
演出的行為は，神を冒漬する怪しからぬこと
でもあり，それは観客の自由に任せるべきで
あると言う考えによるからであろう。
　勿論，それもそれなりの理由があり，間違
っているとは言えまい。
　ところが，観客ならざる見物人にとっては，
館内の諸解説文を見ても，美術辞典を引き写
した様な，専門用語の羅列で，直ぐに理解出
来る言葉で書かれているものは殆どないよう
だ。
　僅かな字数で，如何にも要領よく説明する
か，と言ったく解説文章術〉に関心を持った
学芸員も殆どいないように思われる。
4．展示ということ
　さて，常設展示を如何に面白く見せ，鑑賞，
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学習させるかは，学芸員の最も大切な仕事の
一っである。それを軽くみることは，美術館
への〈必然期待〉を裏切ることになり，一般
利用者にとっては不親切な提示となり，足を
遠のかせることになる。大袈裟に言えば，人
心が離れていっても仕方のないことであろ
う。
　観客の方とて，美術作品ならなんでも良い
と言うのであれば，必ずしも美術館に足を運
ぶ必要はない。巷には画廊があり，デパート
があり，街には美術作品が溢れている。
　話しを変えて，ある市場調査に依ると，日
本の美術鑑賞人口は，1568万規模と推定され
ている。勿論，地域による格差（東京24％・
福岡，愛知17％，沖縄7％）は大きいが，平
均すれば地域人口の約17％程度と言うことに
なる。
　（尤もこの平均と言う数字は全く無意味な
ものと思われるが，作業を進める仮説として
用いることにする）
　これは，私達の行った小調査（明大人文研
紀要21号）の「美術館を良く利用している」
と答えた人達（13％）とほぼ重なるものと見
てよいであろう。
　ところが，逆に美術館などは地域に不要な
なるもの，税金の無駄使いと思っている人達
も20％程度ある。（勿論，地域により相当な差
はあるとおもわれるが）
　しかし，最も多いのは「行く機会がなかっ
た」（60％）と答えている人達である。（尤も，
アンケートでは，タテマエで答える人もあり，
全てがホンネとはいえまい）
　これらの人達は，知的好奇心を刺激する何
らかの機会を作れば，来館するであろうし，
そこで興味を持てば，引き続き利用してくれ
る大事な潜在利用者である。
　そこで学芸員は，これらの人々に，如何に
興味を持たせるかという味付け，詰まり，観
客を増やす努力も必要である。こう言うと，
一部研究者的学芸員達は，そんな興行師的な
考えは，美術館には馴染まないし，行き過ぎ
も甚だしいと非難する。
　確かに，関心のない人に，急に興味を持て
と言うのは無理であろう。しかし，そうした
人達に，美術館に足を運ばせ，美術の面白さ
や或いは実用的価値を知って貰うには，どう
すれば良いかを考えることも必要ではなかろ
うか。
　と言えば，1960年にICOMの総会で「国民
のあらゆる階層，特に勤労階層に博物館を利
用せしめるよう奨励するために，あらゆる努
力が払われるべきである」と決議されて，既
に30年以上にもなる。これをどう受け止めて
いるのであろうか。
　勿論，人の心をこちらに向けるのは容易な
ことではない。しかし，それに挑戦するかど
うかは，学芸員の能力や意欲に懸かっている。
　同時代人としての新しい視点，角度で眺め，
過去に見落としていた切り口を見出す鋭い感
性と広い視点をもっていなければなるまい。
　詰まり，新しい視点の創造であり，編集者
的精神に基づく，構成者としての立場である。
それは余りにも学芸員の主観が入り過ぎる
と，こだわる人もある。
　また，切り口を変えても結局同じであると
否定的な学芸員もいる。しかし，そういう新
しい試みを行うことで，ある方向に観客をね
じ曲げることにはなるまい。作品自体を変形，
加工することではないからである。
　それは或る作家の作品，作家自体の面白さ
を見せるほか，それだけではそれほどでもな
いものを，他のそれほどでもないものとつき
合わせて，独自な面白さを随時作りだすこと
も出来るのではあるまいか。つまり，演出で
あり，映画のモンタージュ手法である。
　それによって，今までにない見方を提示し
たり，気付かなかった新しい内容に気付かせ
ることも出来るであろう。
　むしろ，感覚的であるから，色々な角度，
方向が生まれ，色々な切り口の見せ方があり，
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学芸員の個性特色も現れ，研究に基づく構成，
演出の良否があらわれ，その展覧会の責任が
明らかになるからである。
　ついでに言えば，特別展の場合とて同じ原
理である。最近の特別企画展を見ると，その
殆どが神様側から見たワンマンショーであ
り，回顧展形式流行りである。
　勿論，そうした視点も必要であるが，それ
が特別展のあり方として，最も優れたものと
疑いもされず踏襲されて居る所に問題がある
ように思われる。確かに回顧展形式は，或る
作家の業績を編年的に紹介でき，最もスタン
ダードな展覧会である。
　それは構成する側にとっても比較的容易で
ある。学芸員は作品の制作年に従って作品を
集めるが（実はそこにも学芸員の選択主観が
入っているが）それを，編年的順路に従って
陳列しているものが少なくない。
　展示とは，そう言う順路で，どの作品をど
の様に並べるか，美術館の部屋の構造，臨時
パネルの作成，作品の間隔等，作品が呼吸す
る「展示空間」を如何に作成するか，照明方
法，解説文の内容，配置等に学芸員の感覚，
主観があり，工夫が表れる。
　所謂，単なる陳列の段階では，どこに作家
の狙いがあり，優れた時期があり，それが美
術史の中でどの様な意義があるかと言った立
場を見せることにはならない。（勿論，一点を
鑑賞するにも差し支えもあるまい）
　学芸員は，美術館と言う機関の独自な研究
者であり，専門家であると言うのであれば，
神様である「作家・作品」と王様である「観
客」の中間に立って，この両者を「水平的」
に結び付ける仲介者的立場を採り，また，そ
の作家の美術史に於ける立場，意義を見せる
「垂直的」な解説者でもあると思うからであ
る。
　詰まり，学芸員は展示と言う，新しい表現
様式の構成者であり，作家作品の良さを引き
出す演出者でもあり，美術評論家でもあり，
美術史家でもある筈である。
　そこで特別展であっても，常設展であって
も，その中にあるテーマ（切り口）を見出し
それによって一つのストーリーを作り上げ，
プロットを纏め上げ，それを展示と言う形態
（配置，間隔，照明，解説等）で見せる所に，
学芸員の手腕があり，能力があるように思わ
れる。
おわりに
　つまり，美術館学芸員と言われる専門職は，
美術の単なる研究者に止るものではない。寧
ろ，その研究を基礎にし，現物を展示するた
めの脚本が書けるシナリオライターであり，
或いは他の研究者の論文を，シナリオ化でき
る脚色者でもあり，また，それを実物によっ
て構成し演出する者であり，更に，事務的交
渉を始め，予算整備も出来る展覧会のプロデ
ューサーでもあると思うからである。
　再度誤解のないように，付け加えると，私
は学芸員が研究者であることを否定している
のではない。いや，逆に優れた研究者でない
と，演劇で言う「作並びに演出」と言う新し
い切り口や纏め方による「初演展示・Premier
Exhibition」は不可能であるからである。
　ボードレール風に言うならば「全ての研究
者は必ずしも学芸員ではないが，優れた学芸
員は必ず研究者である」と言うことになるで
あろう。
　ともあれ，現在の様な常設「陳列」の状態
が続くとすれば，常設展示室に観客を集める
ことは難しく，美術品の貧弱なマウゾレアム
（霊廟）の亡霊から開放されないのではなかろ
うかと思っている。
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On　the　Exhibition　of　Permanent　Collection；
　　in　Case　of　Fine　Art　Museums　in　Japan．
KURATA　Kimihiro
　　Many　people　said　that　almost　exhibitions　of　the　permanent　collections　of　art　museums　in　Japan
were　not　interesting．　One　of　the　reason，　they　would　be　poor　in　collections．　And　one　more　reason
would　be　the　lack　of　the　temperament　of　Gakugei－in（museum　profession）to　exhibit　and　interpret
the　idea，　not　the　works．
　　Many　Gakugei－in　would　think　themselves　as　scholars　of　art　history　and／or　critics　of　art，
Isuppose．　There　are　few　as　interpreter　of　art　for　public　to　produce　their　own　exhibitions　or
preSentatiOnS．
　　It　is　true　that　Gakugei・in　must　be　a　scholar．　But　they　are　expected　to　present　art　and　idea　to
the　public　in　intellectual　and　interesting　way　based　on　their　studies．　In　this　sense，　they　also　must
be　a　producer　of　exhibition．
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